
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ふるさと 

 トマトはナスの仲間
なか ま

で、南
みなみ

アメリカ

のアンデス地方
ちほ う

がふるさとです。日本
にほ ん

に

は１７世紀
せい き

末
まつ

に伝
つた

えられました。 
 
 
すがた 

 果実
かじ つ

の大
おお

きさが２～３ｃｍ程度
てい ど

、重
おも

さ

が１０～２０ｇ程度
てい ど

の小型
こが た

のトマトで

す。赤色
あかいろ

のものが代表的
だいひょうてき

ですが、最近
さいきん

は

黄色
きい ろ

やオレンジ色
いろ

、洋
よう

ナシ形
がた

、鉢
はち

植
う

え用
よう

や超小型
ちょうこがた

のマイクロトマトなど、さまざ

まな種類
しゅるい

があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

まめちしき 

 ミニトマトは比較的
ひかくてき

新
あたら

しい野菜
やさ い

で、

食生活
しょくせいかつ

の変化
へん か

により、サラダやお弁当
べんとう

のおかずなどに使
つか

われるようにり２０

年
ねん

位前
くらいまえ

から 食
しょく

卓
たく

に並
なら

ぶようになりま

した。 
 
 
ここがすごい 

 ミニトマトは緑
りょく

黄色
おうしょく

野菜
やさ い

で、「生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よぼ う

効果
こう か

のある」リコピンを

多
おお

く含
ふく

んでいます。ちなみに、トマトの

赤
あか

い色
いろ

はこのリコピンによるものです。 
 
 
産地
さん ち

紹介
しょうかい

 
 輪島市

わ じ ま し

、珠洲市
す ず し

、能登
の と

町
ちょう

、穴水町
あなみずまち

の奥
おく

能登
の と

全域
ぜんいき

で栽培
さいばい

されています。栽培
さいばい

面積
めんせき

は約
やく

２．５ヘクタール、農家数
のうかすう

は８３戸
こ

、

出荷量
しゅっかりょう

は８１ｔ
とん

です（平
へい

成
せい

２１年
ねん

）。 

 

能登野菜
の と や さ い

 能登
の と

ミニトマト 発行
はっこう

：能登
の と

野菜
やさ い

振興協
しんこうきょう

議会
ぎか い

 

↑ 苗
なえ

は 4月
がつ

から 5月
がつ

にかけてハ

ウスに植
う

えられます。収穫
しゅうかく

は早
はや

いもので 6月
がつ

上 旬
じょうじゅん

から始
はじ

まり、

11月
がつ

いっぱいまで行
おこな

われます。 

↓ ミニトマトは６ヶ月
かげ つ

以上
いじょう

にわた

って栽培
さいばい

するため、斜
なな

め横
よこ

に茎
くき

を伸
の

ばします。なんと、５ｍ以上
いじょう

の長
なが

さ

になります！ 

茎はこんなふうに伸びているんだよ 

↑ミニトマトは１房
ふさ

当
あ

たり２０個
こ

、多
おお

いときには５０個
こ

以上
いじょう

もなります！

毎朝
まいあさ

、１個
こ

ずつていねいに収穫
しゅうかく

しま

す。 
 

↓ ミニトマトはベルトコンベア－
を使

つか

って仕分
し わ

けされます。パックに

詰
つ

めて県内
けんない

や関
かん

西地方
さいちほう

に出荷
しゅっか

されて

います。 

ミニトマトの収穫
しゅうかく

まで 


